
自
衛
隊
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案
参
照
条
文

○

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
（
抄
）

（
審
査
請
求
の
処
理
）

第
四
十
九
条

隊
員
に
対
す
る
そ
の
意
に
反
す
る
降
任
、
休
職
若
し
く
は
免
職
又
は
懲
戒
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

六
十
八
号
）
第
二
章
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
は
、
処
分
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
処
分
が
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経

過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

防
衛
大
臣
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
を
受
け
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
審
議
会
等
（
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
八
条
に
規
定
す
る
機

関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
付
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
は
、
前
項
の
政
令
で
定
め
る
審
議
会
等
の
議
決
に
基
づ
い
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

防
衛
大
臣
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
処
分
の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
消
し
、
又
は
変
更
す
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
隊
員
が
そ
の
処
分
に
よ
つ
て

受
け
た
不
当
な
結
果
を
是
正
す
る
た
め
、
そ
の
処
分
に
よ
つ
て
失
わ
れ
た
給
与
の
弁
済
そ
の
他
の
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
の
手
続
は
、
政
令
で
定
め
る
。

７

こ
の
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
隊
員
に
対
す
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
隊
員
が
し
た
申
請
に
対
す
る
不
作
為
に
つ

い
て
も
、
同
様
と
す
る
。


